
 

 

２ 予算の執行状況 

 

(1) 収益的収入及び支出（記載金額は消費税及び地方消費税額を含む。） 

収益的収支に係る予算の執行状況は、次のとおりである。 

 

ア 収益的収入の予算執行状況 

　　収　入 (単位：千円・％）

区　　　分
予算現額

　　　　　　　　　 A
決算額

　　　　　　　　　 B
予算現額に対する

決算額の増減
執行率

   （Ｂ／Ａ）

水道事業収益 5,018,983 5,056,455 37,472 100.7
　営業収益 4,706,522 4,728,975 22,453 100.5
　営業外収益 310,204 315,804 5,600 101.8
　特別利益 2,257 11,676 9,419 517.3  

（備考）決算額には、仮受消費税及び地方消費税 430,236 千円を含む。 

営業収益の内訳は、給水収益（水道料金）46 億 7,799 万 1 千円及びその他営業収益 5,098 万 4

千円となっている。営業外収益には、長期前受金戻入（注）2 億 9,693 万 7 千円が計上されている。 

 
（注）１ 長 期 前 受 金：減価償却を行うべき固定資産の取得又は改良に充てるための補助金等の交付を受けた 

場合における、その交付を受けた金額に相当するもの 
 

２ 長期前受金戻入: 償却資産の取得又は改良に伴い交付される補助金等について負債に計上した長期前受 

金のうち、減価償却見合い分を収益化したもの 

 

イ 収益的支出の予算執行状況 

　　支　出 （単位：千円・％）

予算現額 決算額 執行率

A B （Ｂ／Ａ）

水道事業費用 5,032,260 4,669,756 47,386 315,118 92.8
  営業費用 4,681,566 4,435,224 0 246,342 94.7
  営業外費用 200,085 174,354 0 25,731 87.1
  特別損失 135,423 60,178 47,386 27,859 44.4
  予備費 15,186 0 0 15,186 0

区　　　分 繰越額 不用額

 
（備考）決算額には、仮払消費税及び地方消費税 211,588 千円並びに消費税及び地方消費税納付額 103,078 千円を

含む。 

営業費用は、原水及び浄水費 16 億 230 万円（うち受水費（注）9 億 2,539 万 2 千円を含む。）や、

減価償却費 15 億 9,826 万円 8 千円が大きなものとなっている。また、不用額については、退職給

付費を含む人件費、及び動力費や修繕費の執行残が主なものである。                                            

営業外費用は、企業債に係る支払利息 7,127 万 6 千円が主なものである。 

特別損失は、金属水銀発見事案に係る水銀等の除去や処理費用などが主なものである。なお、

繰越額は、本事案に係る御井浄水場系流量計室跡地の建屋解体業務や土壌環境調査業務など、年

度内に業務が完了せず、やむを得ず翌年度に繰り越した業務にかかる金額である。 

 

（注）受水費：本年度分の福岡県南広域水道企業団受水料金 924,793 千円（68 円×12,843,855 ㎥+9 円×5,712,271

㎥＝924,793 千円）に、大木町及び筑後市受水料金 599 千円を加えたものである。 
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 (2) 資本的収入及び支出（記載金額は消費税及び地方消費税額を含む。） 

資本的収支（設備投資など、支出の効果が翌年度以降に及び、将来的な収益に対応することとなる

取引などの収支）に係る予算の執行状況は、次のとおりである。 

 

ア 資本的収入の予算執行状況 

　　収　入 （単位：千円・％）

区　　　分
予算現額

　　　　 　　 A
決算額

　　　　　　  B
予算現額に対する

決算額の増減
執行率
（Ｂ／Ａ）

資本的収入 1,363,051 1,096,966 △ 266,085 80.5
　企業債 1,021,400 700,000 △ 321,400 68.5
　負担金 234,259 252,013 17,754 107.6
　加入金 106,987 140,296 33,309 131.1
  固定資産売却代金 405 4,657 4,252 1,149.9

（備考）決算額には、仮受消費税及び地方消費税 13,194 千円を含む。 

  資本的収入は、企業債 7 億円や、負担金 2 億 5,201 万 3 千円及び加入金 1 億 4,029 万 6 千円が

主なものである。 

 

イ 資本的支出の予算執行状況 

　　支　出 （単位：千円・％）

予算現額 決算額 執行率

Ａ Ｂ （Ｂ／Ａ）

資本的支出 3,896,139 2,855,541 115,810 924,788 73.3
  建設改良費 2,320,485 1,799,887 115,810 404,788 77.6
  企業債償還金 1,055,654 1,055,654 0 0 100.0
  他会計への長期貸付金 500,000 0 0 500,000 0
  予備費 20,000 0 0 20,000 0

区　　　分 繰越額 不用額

（備考）決算額には、仮払消費税及び地方消費税 151,583 千円を含む。 

  資本的支出は、建設改良費のうち配水管布設や水道管改良などの工事請負費 15 億 4,611 万 2 千

円や、企業債償還金 10 億 5,565 万 4 千円が主なものとなっている。 

  建設改良費の繰越額は、水道管の移設・改良・災害復旧工事や西部配水場の総配水・連絡管流

量計更新工事など、翌年度に繰り越した工事にかかる金額である。 

   

ウ 資本的収支の不足額 

本年度の資本的収支不足額は、以下のとおり 17 億 5,857 万 5 千円となる。（補塡状況につい

ては、「(3) 資本的収支不足額の補塡状況」を参照） 

    資本的収入額       資本的支出額     

    1,096,966 千円   － 2,855,541 千円 ＝ △ 1,758,575 千円 
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(3) 資本的収支不足額の補塡状況 

資本的収支不足額の補塡状況は、次表のとおりである。 

 

資本的収支不足額の補塡の内訳 

 

（備考） 

１ 消費税及び地方消費税資本的収支調整額：仮受消費税額等と仮払消費税額等の差額から特定収入見合消費税

額を除いたものを、資本的収支予算の調整額として会計上別途内部留保するもの。 

２ 減債積立金：特定の目的のため議会の議決を経て積み立てた積立金の１つで、補塡財源として使用できる。 

３ 損益勘定留保資金：実際の支出が行われずに帳簿上計上される費用の合計額。内部留保資金にできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）

区　　　分 補填額

　消費税及び地方消費税資本的収支調整額　〔当年度分〕 115,843

　減債積立金 400,000

　損益勘定留保資金　〔過年度分〕 1,242,732

計 1,758,575

補塡額 
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